
公的組織 BCP・法環境研究会 2012 年度 第 1 回会合 （議事録） 

 

１．会合概要 

(1) 開催日時：2012 年 6 月 6日(水) 16：00-18：00 

(2) 場所 所在地：東京都港区六本木 6‐10‐1 六本木ヒルズ森タワー35階 

会場名：テクノプロ・ホールディングス株式会社会議室 

(3) 今回の議長役：森健 

(4) 議事録作成者：森、上田 

(5) 今回の幹事：森健 

(6) 出席者：4名 

欠席者：10 名 

出席メンバー  出席メンバー  オブザーバー など  

1. 座長 森  11. 横内 崇  内田先生 

2. 副座長 上田 悦久  12. 渡邉 耐三  

3. 井上 修一  13. 松本 新一  

4. 大石 育三 ○  14. 矢野 陽子  

5. 奥山 良一  15.   

6. 小山 和博  16.   

7. 塩崎 宏晃  17.  

8. 志方 宣之  18.   

9. 田中 祐二  19.   

10. 森本 浩之 ○  20.  

 

(7) 主要な決定事項 

なし 

(8) 次回開催予定 

① 開催日時：2012 年 7 月 5日(木)  ：16：30-18：00 

② 場所 所在地：東京都港区六本木 6‐10‐1 六本木ヒルズ森タワー35階 

   会場名：テクノプロ・ホールディングス株式会社会議室 

③ テーマ：新型インフルエンザ等感染症対策に関する特別措置法の概観 

 (9) 配付資料 

なし 

 

２．議事内容 

１．自己紹介、近況報告 

 

２．今後の取り組み事項の討議 

（１） 新型インフルエンザ等感染症対策に関する特別措置法 （2012.5.11 公布、施行は来年？） 

http://www.cas.go.jp/jp/influenza/index.html#01 



行政ではなく、民間企業からの視点で課題を検討する。 

＜以下、小山さん説明＞ 

・感染源、感染経路、感受性が感染症の３要素 

・インフルエンザに対する決定的対策はない 

・SARS（2003 年）とインフルエンザの違い 

  ＳＡＲＳ後は発症後に感染能がある（うつる）。 

  インフルは発症前から感染能がある（うつる）。→完全な封じ込めはできない。 

   ※2009 インフルのとき、水際対策をムキになって実施した国は、少数派。  

・この法律では、検疫の権限が強化されている。停留の権限が強くなった。 

   開港する空港の集約+検疫の強化で対応する。 

   検疫所長に停留場所の確保の権限を与えた。医療従事命令も。 

・未知の感染症も視野に制定されている。 

・外出禁止要請（or 指示）、集会禁止、医療従事命令、停留場所確保、発熱外来、・・・・・・・ 

 

（２） 次回以降の検討事項（提案含む） 

① ３回シリーズで、新型インフルエンザ等感染症対策に関する特別措置法を研究。 

・ １回目 法律の概観 （7 月 5 日予定） 

・ ２回目 私企業から見た問題点・論点（葵町と重ねて問題点を洗い出したい） 

・ ３回目 ＱＡ集の整理 

②  提案 労務問題と事業継続 

・ 災害時における従業員の保護 

・ 災害対応に従事させる場合の法務上のリスク 

・ 東京都の条例（帰宅困難者対策条例）に潜む問題 

③  提案 東海地震に関連する警戒情報等と企業の対応 

 

３． その他 

・  上記条文（URL を参照）以外の資料を小山さんの協力で配布する予定です。 

・  次回（７/５）出席までに、条文および配布する資料をチェックしておくこと。 

 

                                     以上 


